
 

『もうよわむしじゃない』 

にしもと けいすけ／作  

みやにし たつや／絵 鈴木出版 

よわむしのぼくは、おなじだんちにすんでい

るいっちゃんに、いつもまもってもらってい

た。でも、いっちゃんがいちねんせいになっ

たから、もうずっといっしょにいられない。

ぼくは、どうしたらいっちゃんみたいにつよ

くなれるだろう。 

『ぼくはあるいたまっすぐまっすぐ』 

マーガレット・ワイズ・ブラウン／作  

つぼい いくみ／文 ペンギン社 

あるひ、おばあちゃんからでんわがかかってき

て、ひとりでおうちにあそびにいくことになっ

た。おばあちゃんのおうちは、いなかみちをま

っすぐまっすぐ。ぼくはひとりでまっすぐまっ

すぐあるきつづけた。 

 

『はけたよはけたよ』 

かんざわ としこ／ぶん  

にしまき かやこ／え 偕成社 

たっくんは、なんべんやってもひとりでパンツが

はけない。ぱんつをはかないままそとにとびだし

たら、どうぶつたちがやってきて、たっくんのお

しりをみてわらった。 

たっくんは、ぱんつがはけるようになるのかな？ 

『こすずめのぼうけん』 

ルース・エインワース／作 いしい ももこ／訳 

ほりうち せいいち／画 福音館書店 

こすずめは、おかあさんからとびかたをおそわりま

した。おもしろくなったこすずめは、とおくまでと

んでいきます。でも、はねがいたくなったこすずめ

は、やすむところをさがすことにしました。 

 

『ひとりでおとまり』 

まるやま あやこ／さく 福音館書店 

まりは、はじめてひとりであやちゃんのいえにおと

まりします。きょうは、おむかえがこないので、 

あやちゃんとずっといっしょです。 

よる、ねるじかん。あやちゃんといっしょにねむり

ますが、まりはめがさめてしまいます。いつもと 

ちがうにおいがして、どうやってもねむれません。 

『はじめてのおるすばん』 

しみず みちを／作  

やまもと まつこ／絵 岩崎書店 

おかあさんにごようができたので、みほち

ゃんは、はじめてひとりでおるすばんをし

ます。「ぴん・ぽーん」げんかんのちゃい

むがなりました。みほちゃんはこわくなっ

て、おかあさんのエプロンをかぶると…。 
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